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総資本経常利益率は ROI なの？それとも ROA なの？ 

 

１．総資本経常利益率 

 

                          経常利益 

   総資本経常利益率 ＝   × １００ 

                        総資本（＝総資産） 

 

                         経常利益            売上高 

                    ＝     ×    × １００ 

                          売上高            総資本 

                   （売上高経常利益率）  （総資本回転率） 

 

 

 総資本経常利益率は、事業活動に投下した総資本に対する経常利益の割合を示すもので、

投下総資本の経営効率を見る上で最も重要な指標となっており、この比率が高いほど経営

の収益効率と活動効率が良いことを示します。 

 

２．ROI（rate of Return On Investment  投資利回り） 

 

                 当期純利益 

   ROI＝    × １００ 

            （期首総資本＋期末総資本）÷２ 

 

 ROI とは、『投資利回り』と訳されている指標で、投資した資本でどれだけの最終的な

当期純利益を生み出したのかを見る指標です。稼いだ利益をその利益を得るために使った

資本で割ったもので、企業の規模に関係なく、どれだけ効率よく企業が利益を獲得してい

るのかがわかる指標です。計算が簡単で企業や投資の規模に関係なく効率性を比較するの

に便利な指標です。アメリカでは、投資の効率性を判断する指標として最も広く採用され

ています。 

 

３．ROA（rate of Return On Assets 資産投資利益率） 

 

             支払利息＋税引前当期利益 

   ROA＝   × １００ 

            （期首総資産＋期末総資産）÷２ 

 

    ROA とは、『資産投資利益率』と訳され、企業に投下されている総資産（＝総資本）

が、「支払利息＋税引前当期利益」をどれだけ獲得したかを計算した指標です。ROA が ROI
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と異なる利益である「支払利息＋税引前当期利益 」を使用するのは、借入金利との比較を

行うためです。つまり、ROA で使う利益は、支払利息と税金を差し引く前のものを使うこ

とによって、借入を行った場合の金利と比較することができるからです。 

 ROA の資産投資利益率と借入金利との差は、財務レバレッジ（財務上のてこ）と呼ばれ、

安い金利でより多くの利益を上げていることを示しています。このように、企業の資産投

資利益率が借入金利より高い場合は、金融機関等からお金を借りて事業を行うことは「て

この原理（財務レバレッジ額＝借入額を事業に投資して得られる利益と支払った利息の

差）」が働いて企業にプラスなる場合が多くなります。 

 借金経営が良いか悪いかは、経済環境と経営状況を関連させて判断する必要があるのは

このためです。 

 

４．まとめ 

 総資本経常利益率、ROI（ 投資利回り）、ROA（資産投資利益率）共に分母は同じ総資本

（＝総資産）です。しかし、分子の利益の採り方によって指標の意味合いがかなり変化す

ることがわかります。 

 似た計算式だとどれも同じように感じますが、どこの利益を使うかでまったく異なった

結果が出てきます。これは指標そのものの目的が異なるからです。ですから指標の目的を

理解することが大切になります。 

 日本では、総資本経常利益率のことを ROA（資産投資利益率）と呼んだりしていますが、

厳密に利益の捉え方から見ると ROA（資産投資利益率）ではないようですネ。  


